








【要約】副腎過形成マススクリーニングにおいて、偽陽性となりやすい病的新生児(成熟児)

および未熟児を対象に、抗体の異なる2つの ELISAキットで、ろ紙血 17-OHP を直接法にて

測定し、比較検討した。抗体の特異性が異なるため、両キットの測定値には差があるが、

カットオフ値を個々に設定すれば、マススクリーニングにおける偽陽性の頻度には大きな

差は生じないと考えられた。また、2 次検査で両者を併用することによって、要再検者を

減らすことができた。 


